豊肥本線沿線における踏切渋滞状況等調査業務委託　仕様書（案）

１　業務名
　　豊肥本線沿線における踏切渋滞状況等調査業務委託

２　業務の目的
　　本業務においては、豊肥本線沿線の踏切遮断時間とそれが周辺の交通にどれほどの影響を及ぼしているか、また豊肥本線の使われ方にどのような特徴があるのかを調査し、豊肥本線沿線の交通円滑化に向けた施策を検討するための基礎データとすることを目的とする。

３　履行期間
　　契約締結日から令和８年３月３１日まで

４　履行場所
　　熊本市内

5　業務内容
（1） 計画・準備
本業務の作業を円滑に進めるため、契約締結後速やかに委託者と十分な打合せを行い、業務の具体的な進め方及びスケジュールに関する業務計画書を作成し、提出すること。
（2） 踏切遮断・渋滞調査
天候の違いにより、踏切周辺の渋滞状況に変化が見られるか計測する。調査の概要は以下のとおり。計測する時期については、委託者と協議して決めること。
【計測項目】
・踏切の遮断時間
・方向別滞留・渋滞長
【調査個所】
豊肥本線沿線のうち、本市が指定する８箇所
【調査時間】
平日２日間（晴天時・荒天時）、７時～１９時（12時間/日）
（3） 豊肥本線利用者調査
豊肥本線沿線駅利用者を対象としたアンケート調査実施のために必要な事項を以下に定める。受託者は、以下に従いアンケート調査の準備、回答の呼びかけ等を行うものとする。
1 アンケート手法
　アンケート調査は、web方式とする。
2 調査対象
　アンケート調査の対象者は、豊肥本線沿線駅利用者とする。
3 調査時間
平日１日間、３時間/日×３箇所程度
１箇所当たり２～３名でのアンケート用紙の配布を想定。詳細は委託者と協議の上決定する。
4 設問内容
豊肥本線利用者が、いつ・どのような目的でどのような移動をしているか、という観点で作成することとし、その内容は委託者と協議の上決定する。
5 回答の呼びかけ
委託者と協議の上、最適な方法で実施する。
（4） [bookmark: _Hlk216891080]資料整理
　　　５（２）および（３）の調査結果を基に、受託者において報告書をまとめること。なお報告書は、次条に定める形式にまとめ、委託者に提出するものとする。
（5） 打合せ
打合せは以下を想定している。なお、打合せ回数に変更が生じる場合は、調査職員と協議し、業務上必要と認められる場合には、契約変更の対象とする。
また、打ち合わせを行う場合においては、管理技術者が立ち会うものとする。
１）業務着手時　　	１回
２）成果品納入時　	１回

6　成果物
· 業務報告書　１部
· 上記データファイル（Ward形式、PDF形式）　CD１枚
· 調査結果の報告書（踏切渋滞状況調査およびアンケートの結果含む）１部
· 上記データファイル（Ward形式、PDF形式）　CD１枚
· その他、委託者が必要と認めるもの

7　成果物の帰属
　成果品その他本業務で生じる著作物等に関する一切の権利は、すべて委託者に帰属するものとし、受託者は委託者に無断でこれらの使用、貸与及び公表等を行ってはならない。

8　その他（特記事項等）
· 受託者は、本業務に十分な経験と知識を有する者を配置すること。
· 本業務の履行にあたって、契約書及び本仕様書に定めのない事項が生じた場合や、疑義が生じた場合は、速やかに委託者と受託者で協議を行うこと。
· 受託者は、本業務を遂行する中で知り得た情報等について、契約期間中及び契約期間終了後のいずれにおいても、委託者の許可なく他の業務等に使用したり、第三者に漏らしたりしてはならない。
· 受託者は、個人情報の保護に関する法律及び個人情報保護委員会が定める個人情報の保護に関する法律についてのガイドラインを遵守すること。
· 受託者は、あらかじめ書面により委託者の承諾を得ていない場合、本業務を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。
· 受託者は、委託者と緊密な連絡を取り、円滑な作業の進捗を図ること。
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